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スーパー



スーパークラックレスとは

スーパークラックレスを用いたＳＦＲＣの効果

スーパークラックレスの種類および用途

スーパークラックレスは、コンクリートに現場添加するだけで簡
単に鋼繊維補強コンクリート（SFRC）を製造することができる、
３次元立体波形形状の鋼繊維（スチールファイバー）です。

従来よりトンネルの覆工や橋梁の床版など、⾧期の耐久性と安全性
が求められる大規模な工事にSFRCは用いられて来ましたが、施工
管理の難しさや添加作業に掛かる設備費用などの理由から、小規模
な工事への導入は困難でした。
スーパークラックレスは従来の鋼繊維が抱えていた問題を解決する
ことにより、大規模工事はもとより、工場や店舗、住宅の土間など
小規模な工事においても柔軟に対応できる施工性を実現しました。
⾧期の耐久性と安全性が求められる多種多様なコンクリート構造物
に対して、スーパークラックレスが下記のような優れた効果を発揮
します。
①乾燥収縮等によるひび割れの抑制〔耐久性の向上〕
②ひび割れ抑制筋の省略〔工期短縮・施工コストダウン〕

注）構造鉄筋の省略はできません

③コンクリート塊の剥落防止〔安全性の向上〕

用  途 使用する繊維の種類 添加量目安

φ0.5x20 12kg/m3以上

(鉄製) (0.15%vol)

φ0.6x25・φ0.6x30 32kg/m3以上

(鉄製) (0.4%vol)

φ0.5x25 24kg/m3以上

(鉄製) (0.3%vol)

φ0.6x20 80kg/m3以上

(鉄製) (1.0%vol)

φ0.8x30 80kg/m3以上

(鉄製) (1.0%vol)

φ0.4x20 10kg/m3以上

(ステンレス製) (0.13%vol)
 主に乾燥収縮によるひび割れ抑制を目的とし、景観及び意匠が重視される場合

 主に乾燥収縮によるひび割れ抑制を目的とする場合

 コンクリート舗装の曲げ・引張特性改善（補強）を目的とする場合

 トンネル覆工コンクリートの剝落防止を目的とする場合

 トンネル覆工・法面工事などにおいて吹付け工に用いる場合

 橋梁床版コンクリートの曲げ・引張特性改善（補強）を目的とする場合



ここが違う

安定性の高いひび割れ抑制性能が確保できる

分散性を格段に向上させる「３次元波形形状」

ファイバーボールが発生しない抜群の施工性

繊維のコンクリート面露出が少ない

スーパークラックレスは他社のＳＦと比較し、同重量当たりの繊維本数が格段に多いため、コ
ンクリート全面に抜け目無く分散します。そのため、ひび割れ抑制性能のムラが極めて少なく、
安定した性能が確保できます。

スーパークラックレスは従来の鋼繊維と比較し以下のような利点があります

スーパークラックレス分散状況（Ｘ線写真）

添加率０．３％（２４ｋｇ/ｍ3）

従来の鋼繊維は２次元加工（平面）であったため、現場添加・混練りで大きく作業性を阻害し
ていました。スーパークラックレスは業界初の上下左右にウエーブをかけた３次元波形形状に
より、今までにないスムーズな作業性を実現しました。弊社の３次元波型加工は現在特許申請
中の技術です。

高い分散性の実現により、従来の鋼繊維において大きな欠点であったファイバーボール（繊維
の分散不良）を解消する事に成功しました。従い、ポンプ車を用いた打設の際に、ファイバー
ボールがポンプを閉塞させる心配がなく、スクイーズ式ポンプ車のポンピングチューブを破損
させる心配もありません。
注）工事条件などによりスクイーズ式ポンプ車をご使用頂けない場合もございます。

スーパークラックレスは３次元波型形状に
より、型枠およびコテ掛け面に対して、面
で接することが無いため、コンクリート表
面へほとんど繊維が露出しません。

1kg当りの繊維本数

スーパークラックレス

φ0.5x20

Ａ社－ＳＦ

φ0.5x20

30,000

17,000

イメージ図 スーパークラックレスを使用
したコンクリートの表面状況

鋼繊維補強コンクリートの曲げ強度試験結果（当社試験データ）

スーパークラックレスは、単位
当りの鋼繊維の個体数を多くす
ることにより、コンクリート１
㎥当り１２kg／㎥(０.１５％
vol)以上の混入量で他社に引け
を取らないひび割れ抑制効果を
発揮します。
左記グラフの変位(横軸)はコンクリートの
ひび割れ幅に相当し、０.５㎜幅までの曲げ
強度の推移を示しています。
品確法(国土交通省告示１６５３号)より、
注意すべきひび割れ幅の境界点は
０.３㎜～０.５㎜程度と考えられます。

スーパークラックレス
φ0.5×20・・・0.15％/vol添加

A社SF
φ0.6×30・・・0.4％/vol添加



圧 送 性

用 途

①トラックアジテータのドラムを高速回転させます。

②高速回転しながらスーパークラックレスをドラム後
方のホッパーから添加します。必要量のスーパーク
ラックレスを添加し終えてから1分～3分間、高速回
転を続けます。

③以上で添加作業終了です。打設は通常のコンクリー
トと同様に行なってください。

スーパークラックレスを使用した鋼繊維補強
コンクリートは圧送性に優れ、100mを超える
⾧距離圧送打設もスムーズに施工いただけます。

※採用するコンクリート配合、鋼繊維のサイズ
および混入率、工事条件に応じて事前検討は
必要となります。

建築コンクリート工事

曲げ、引張特性の補強・剝落対策・ひび割れ抑制対策・劣化コンクリートの補修

ひび割れ抑制対策・ひび割れ抑制鉄筋の代替

STEP1 STEP2

東京本社 東京都千代田区神田錦町3-23 MKビル7F
TEL:(03)5217-0375 FAX:(03)5217-0400

八幡工場 福岡県北九州市八幡東区枝光2-7-7
TEL:(093)662-6531 FAX:(093)662-6537

仙台工場 宮城県岩沼市下野郷字新関迎198-1
TEL:(0223)23-5511 FAX:(0223)23-5515

URL：https://www.ysd-kk.co.jp

安田工業株式会社
YASUDA KOGYO CO.,LTD.

製造元

土木コンクリート工事 トンネル覆工・インバート / 法面保護 / 橋梁床版 / 舗装 など

工場・倉庫・店舗・住宅などの土間およびスラブ / 冷蔵庫の押さえコンクリート / 屋上・外壁モルタル / 
エクステリア など

高速回転 添加・攪拌

オールジャパン – 素材から製品まで 素材は日本製鉄の材料です。

使 用 方 法


